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四
月
廿
三
日
夜
危
難
之
後
明
光
丸
ニ
移
り
鞆
の
港
ニ
上
陸
ス
。
時
に
廿
四
日
朝
五
ツ
時
頃
也
。
市
太
郎
、
英
四

郎
に
命
じ
て
士
官
水
夫
の
宿
を
と
ら
し
む
。
独
り
梅
太
郎
、
高
柳
楠
之
助
の
ま
ね
き
に
よ
り
て
道
越
町
魚
屋
万

蔵
の
家
に
い
た
り
て
高
柳
ニ
会
ス
。
但
、
高
柳
ハ
明
光
丸
頭
取
高
柳
曰
此
度
明
光
丸
ハ
於
長
崎
ニ
、
船
の
求
め

方
ニ
付
て
急
ニ
参
ら
ね
バ
数
万
金
に
か
ゝ
わ
り
候
事
な
れ
バ
、
御
気
毒
な
が
ら
此
度
の
論
議
ハ
長
崎
ま
で
御
ま

ち
被
下
候
や
、
か
く
申
せ
バ
御
う
た
が
ひ
被
成
候
べ
け
れ
ど
も
申
上
候
事
ハ
間
違
あ
る
ま
じ
く
。
梅
太
郎
曰
御

う
た
が
ひ
不
申
上
候
、
と
て
も
紀
の
国
を
引
て
に
げ
候
事
ハ
無
之
候
得
バ
、
御
う
た
が
ひ
申
不
上
候
。
私
方
老

主
人
も
急
用
有
て
上
京
、
夫
ニ
付
て
兵
器
等
日
を
限
り
て
運
送
仕
候
事
に
御
座
候
得
バ
、
船
の
士
官
の
ミ
申
付

て
も
よ
ろ
し
く
候
得
ど
も
、
非
常
の
急
用
故
ニ
、
私
を
さ
し
そ
へ
上
坂
仕
候
。
惣
じ
て
此
度
の
義
論
ハ
此
処
ニ

て
双
方
士
官
を
出
し
論
じ
て
是
非
を
辨
じ
て
も
宜
候
得
ど
も
、
左
様
致
し
候
得
バ
必
争
論
難
止
相
成
候
べ
し
。

当
時
朝
廷
之
御
様
子
及
幕
府
ニ
も
い
ま
だ
長
州
の
義
か
た
付
不
申
、
其
上
今
年
ハ
外
国
人
摂
海
へ
定
約
開
港
の

申
立
ニ
も
相
成
、
実
ニ
神
州
之
大
事
此
時
に
あ
た
り
て
紀
土
の
争
を
生
じ
候
バ
尤
可
恐
事
ニ
在
之
候
間
、
何
卒

都
合
宜
き
よ
ふ
仕
度
候
。
然
レ
共
私
し
此
儘
長
崎
に
帰
り
唯
双
方
間
違
よ
り
船
を
失
ひ
し
と
て
、
主
人
の
急
用

を
か
ぎ
候
事
ハ
、
実
に
命
の
在
か
ぎ
り
ハ
申
兼
事
ニ
御
座
候
。
此
危
難
ハ
是
非
な
き
事
に
御
座
候
得
ど
も
、
何

卒
紀
州
御
政
府
の
論
土
佐
重
役
の
論
の
定
ま
る
ま
で
ハ
、
御
船
明
光
丸
を
此
港
に
御
止
メ
可
被
下
候
哉
。
昨
夜

も
海
上
ニ
て
申
上
候
通
り
ニ
御
座
候
。
此
度
双
方
の
船
共
に
沈
没
致
し
候
時
ハ
御
同
様
ニ
上
ミ
の
急
用
を
か
ぎ

候
事
に
御
座
候
。
高
柳
が
曰
あ
つ
き
御
思
召
難
有
此
度
ハ
勘
定
局
重
役
も
船
ニ
乗
組
在
之
候
得
バ
、
一
同
申
談
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御
返
答
申
上
候
。
当
時
土
佐
出
崎
の
御
重
役
ハ
何
と
御
申
候
哉
。
梅
太
郎
が
曰
後
藤
庄
次
郎
ト
申
候
。
夫
よ
り

我
士
官
の
宿
石
井
町
桝
屋
清
左
衛
門
方
ニ
帰
ル
。
夕
方
ニ
至
り
て
明
光
丸
士
官
両
人
来
ル
。
梅
太
郎
昼
ね
し
た

り
、
小
谷
耕
蔵
面
会
ス
。
」
か
の
両
人
曰
、
高
柳
の
御
頼
の
如
ク
又
急
ニ
出
帆
仕
度
候
得
バ
御
論
決
の
処
受
た

ま
は
り
た
し
と
申
入
て
帰
ル
。
廿
五
日
朝
昨
夕
の
両
士
来
り
て
吾
論
決
を
聞
ク
。
」
梅
太
郎
曰
紀
州
侯
は
別
段

重
キ
御
家
、
其
上
御
主
人
の
御
急
用
の
御
事
、
私
方
ニ
お
ゐ
て
ハ
も
は
や
沈
没
し
て
跡
な
き
船
ニ
て
在
之
候
。

是
を
大
キ
成
る
眼
を
以
て
見
れ
バ
今
日
な
き
も
の
ハ
仕
方
な
け
れ
ど
も
猶
存
す
る
も
の
ハ
其
用
を
な
す
（
と
も
）

事
世
間
の
道
理
ニ
も
相
叶
候
べ
く
、
此
儀
ハ
後
刻
彼
の
道
越
町
魚
屋
万
蔵
方
ま
で
罷
出
高
柳
先
生
御
旅
宿
ま
で

使
さ
し
出
候
。
」
両
士
帰
ル
夫
よ
り
魚
屋
ニ
行
高
柳
来
ル
」
高
柳
曰
昨
日
よ
り
暖
々
相
願
候
事
ハ
御
聞
取
被
下

候
や
」
梅
太
郎
曰
御
尤
ニ
承
候
。
然
ル
ニ
御
相
談
の
事
ハ
誠
ニ
御
和
談
の
御
事
ニ
候
得
バ
、
私
よ
り
も
相
願
候

事
有
之
候
。
惣
じ
て
私
の
論
ハ
外
ニ
無
之
御
同
様
ニ
公
論
を
相
尋
義
の
あ
る
所
に
順
ひ
申
度
、
夫
故
先
生
よ
り

も
何
べ
ん
と
な
く
御
申
直
し
可
被
遣
候
。
私
よ
り
も
折
返
し
て
申
上
候
。
其
内
自
然
公
論
ハ
出
来
可
申
存
候
。

此
度
の
事
ハ
御
船
明
光
丸
も
与



に
沈
没
致
候
得
ば
如
何
被
成
候
哉
。
御
主
用
を
か
ぎ
候
の
み
な
ら
ず
、
人
命
多

く
失
ひ
可
申
候
。
御
船
ハ
長
崎
ヘ
御
廻
し
ニ
相
成
候
ヘ
バ
一
両
日
お
く
れ
な
が
ら
も
御
主
用
ハ
相
達
可
申
、
私

義
ハ
要
用
を
被
命
船
を
海
に
沈
ミ
し
と
斗
ニ
て
ハ
、
と
て
も
此
儘
ニ
は
居
ら
れ
申
間
敷
、
然
ル
ニ
双
方
の
士
官

の
当
番
水
夫
小
頭
の
面
々
ニ
は
、
長
崎
ニ
て
義
論
致
候
ヘ
バ
航
海
者
の
集
り
候
処
ニ
て
則
公
論
（
然
）
の
是
非

相
顕
れ
可
申
候
ヘ
共
、
私
之
一
身
実
に
困
窮
仕
候
ヘ
バ
猶
一
ト
事
御
頼
申
上
候
。
故
ハ
此
度
出
崎
仕
候
事
も
主

人
よ
り
被
命
候
用
物
を
相
辨
候
中
に
手
間
ど
れ
可
申
無
余
義
所
御
憐
察
被
遊
紀
伊
侯
の
御
金
借
用
仕
度
。
然
れ
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バ
御
便
船
相
願
出
崎
の
上
、
機
械
早
速
相
求
メ
主
用
相
達
し
可
申
、
此
義
相
叶
候
ヘ
バ
私
に
お
い
て
も
日
数
少

々
お
く
れ
な
が
ら
も
、
用
向
事
足
り
御
同
様
一
ト
安
心
仕
候
。
何
卒
御
重
役
ニ
宜
御
願
可
被
遣
候
。
其
上
ニ
て

双
方
士
官
を
集
め
て
徐
々
論
じ
、
公
法
を
て
ら
し
私
方
曲
な
れ
バ
自
然
ウ
ら
む
と
こ
ろ
無
之
、
若
し
又
貴
方
曲

な
れ
バ
公
法
に
お
ゐ
て
も
其
所
置
可
有
之
奉
存
候
。
上
許
相
願
候
を
約
し
申
せ
ば
両
船
の
危
難
に
明
光
丸
が
残

り
た
れ
バ
此
御
船
を
し
て
半
バ
御
わ
か
ち
被
下
候
て
も
、
可
然
か
と
相
願
候
事
ニ
御
座
候
。
上
ニ
申
候
金
ハ
わ

づ
か
に
壱
万
金
余
の
事
ニ
て
御
座
候
。
此
儀
相
叶
候
事
な
れ
バ
御
便
船
相
願
出
崎
仕
度
、
此
儀
も
相
不
叶
猶
御

船
を
此
処
に
御
止
メ
置
キ
無
之
候
時
ハ
も
早
御
相
談
ニ
は
預
り
申
間
敷
候
。
此
儀
御
重
役
へ
も
御
達
可
申
遣
候

様
奉
願
候
。
高
柳
が
曰
、
御
論
御
尤
よ
く
承
候
得
ど
も
、
何
分
道
中
の
事
御
返
答
申
上
兼
候
得
バ
、
猶
重
役
の

も
の
ど
も
上
陸
い
た
し
候
得
バ
、
早
々
申
達
べ
く
、
其
上
又
御
面
会
も
申
上
候
。
梅
太
郎
曰
、
間
違
ぬ
よ
ふ
此

儀
宜
御
達
可
被
遣
候
。
夫
よ
り
又
右
桝
屋
へ
帰
る
。

同
廿
五
日
夜
五
ツ
時
頃
高
柳
楠
之
助
が
家
来
来
ル
。
則
魚
屋
万
蔵
方
ニ
行
て
高
柳
と
面
会
ス
。
時
ニ
士
官
岡
本

覚
十
郎
、
成
瀬
国
助
側
ニ
在
ル
。
楠
之
助
曰
、
先
刻
御
申
の
儀
ハ
夫
々
重
役
の
も
の
ニ
も
申
達
候
処
、
甚
ダ
御

尤
の
御
事
と
申
居
候
へ
ど
も
、
只
今
ハ
何
分
道
中
の
事
、
其
上
金
持
合
不
申
無
余
儀
御
断
申
上
候
。
此
義
ハ
長

崎
表
ニ
て
ハ
奉
行
所
ニ
も
相
達
し
、
又
此
地
ニ
公
儀
御
役
人
御
出
も
相
頼
べ
く
哉
。
然
ニ
此
船
行
合
の
事
ハ
夫

ニ
も
及
申
ま
じ
く
候
。
梅
太
郎
曰
、
唯
今
御
申
の
事
ハ
私
申
上
候
事
能
御
聞
分
相
成
候
哉
、
今
又
新
た
に
申
上

べ
く
候
。
諸
君
ニ
も
御
主
君
の
御
用
向
、
私
も
主
君
の
用
向
ニ
而
御
座
候
。
猶
此
危
難
も
御
同
意
之
御
事
ニ
御

座
候
処
、
諸
君
ハ
日
数
ハ
少
し
お
く
れ
な
が
ら
も
上
々
の
御
用
相
達
し
申
候
。
私
ハ
此
ま
ゝ
ニ
て
出
崎
仕
候
得
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バ
両
国
之
重
役
立
合
、
其
上
ニ
て
議
論
相
定
り
候
得
バ
、
日
数
も
相
掛
り
主
人
の
急
用
ニ
付
而
私
ニ
命
候
事
は

無
易
の
事
と
相
成
申
候
。
共
に
危
難
に
合
候
事
な
れ
バ
、
今
幸
ニ
諸
君
の
御
船
ハ
な
ん
な
く
在
之
候
事
ニ
候
得

バ
、
其
御
船
ニ
而
小
弟
の
危
難
御
す
く
ひ
被
遣
候
御
心
積
ニ
て
上
に
申
壱
万
余
金
を
御
貸
被
下
候
時
ハ
臣
下
之

君
を
思
ふ
情
御
察
し
可
被
下
候
。
□
□
に
て
御
座
候
。
諸
国
と
も
臣
の
君
を
思
ひ
子
の
父
を
思
ふ
ハ
同
じ
御
事

ニ
御
座
候
。
」
高
柳
及
両
士
官
と
も
気
の
毒
な
る
顔
色
に
而
言
葉
も
と
も
に
し
て
曰
実
ニ
御
尤
の
御
事
ニ
御
座

候
。
先
刻
承
り
候
□
此
処
ニ
て
金
特
出
候
事
と
存
候
。
其
儀
な
れ
バ
早
々
重
役
の
者
ニ
申
達
、
然
ニ
壱
万
金
と

申
て
ハ
正
金
ニ
而
ハ
余
程
六
ヶ
敷
ク
、
品
も
の
ニ
て
御
取
被
下
候
哉
。
」
梅
太
郎
曰
御
重
役
此
儀
御
聞
取
被
下

候
時
ハ
右
よ
ふ
の
事
ハ
会
計
方
の
者
、
差
出
可
申
候
。
惣
じ
て
金
の
事
を
彼
是
申
ハ
実
ニ
御
同
よ
フ
ニ
い
や
な

事
ニ
て
御
座
候
。
」
高
柳
曰
、
其
通
ニ
而
御
座
候
。
」
梅
太
郎
曰
其
儀
も
し
い
て
ハ
頼
不
申
上
候
。
諸
君
の
小

弟
を
御
憐
ミ
被
遣
候
事
ハ
御
談
じ
中
に
も
能
分
り
申
候
。
夫
計
ニ
て
も
私
ハ
十
分
難
有
奉
存
候
。
」
是
よ
り
先
、

紙
ニ
包
し
金
を
楠
之
助
が
懐
中
よ
り
出
し
気
の
毒
げ
に
し
て
重
役
よ
り
心
付
と
て
持
出
し
も
の
あ
り
。
」
梅
太

郎
曰
、
御
重
役
の
御
心
付
の
金
子
難
有
候
得
共
私
荷
物
ハ
皆
失
な
い
候
得
共
、
た
ま
〳
〵
会
計
役
□
□
□
を
取

出
し
け
れ
バ
、
当
時
差
か
ゝ
り
金
入
用
無
之
候
。
万
々
御
礼
申
上
候
間
先
此
金
高
柳
君
御
預
り
可
被
下
候
」
と

申
事
再
三
ニ
及
で
、
高
柳
又
懐
ニ
納
ム
。
」
梅
太
郎
又
曰
御
三
人
の
御
思
召
の
程
万
々
難
有
御
同
意
被
遣
候
て

も
又
御
重
役
の
御
承
知
不
相
成
事
も
在
之
候
ヘ
バ
決
而
私
よ
り
の
御
頼
の
筋
ハ
成
就
仕
候
事
を
御
心
配
被
遣
ま

じ
く
、
只
私
よ
り
申
上
候
義
理
情
実
能
御
達
可
被
遣
候
。
」
高
柳
の
両
士
曰
、
□
□
御
同
意
申
て
も
何
分
重
役

の
者
之
心
中
ハ
難
計
候
。
然
れ
バ
早
々
宿
に
か
へ
り
又
船
ニ
も
行
詮
義
仕
候
。
し
ば
ら
く
御
待
可
被
遣
候
。
」
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梅
太
郎
曰
御
尤
の
御
事
ニ
御
座
候
。
惣
じ
て
近
年
亡
命
致
候
人
諸
国
ニ
不
少
候
故
ハ
、
下
情
上
ニ
連
兼
候
所
よ

り
の
事
ニ
御
座
候
。
」
三
士
曰
御
申
通
ニ
御
座
候
。
夫
よ
り
三
士
宿
ニ
か
へ
る
。
我
又
桝
屋
清
左
衛
門
が
宿
ニ

か
へ
る
。

廿
六
日
朝
六
ッ
時
前
頃
、
又
高
柳
の
使
来
ル
。
則
魚
屋
万
蔵
が
家
に
行
、
高
柳
、
岡
本
在
り
。
高
柳
曰
、
御
頼

の
事
件
ハ
逐
々
重
役
ニ
申
聞
候
処
、
実
御
尤
の
御
事
と
一
同
申
居
候
。
然
ニ
重
役
も
何
分
長
崎
ハ
不
案
内
之
事

故
、
万
一
金
の
立
の
ニ
も
相
成
候
得
バ
、
品
々
手
ニ
入
可
申
か
と
申
居
候
故
、
何
分
成
た
け
の
御
世
話
を
申
候

間
、
其
通
り
御
聞
取
可
被
下
候
。
」
梅
太
郎
曰
実
ニ
御
尤
の
御
事
御
志
し
万
々
難
有
奉
存
候
。
若
御
世
話
被
遣

候
事
な
れ
バ
、
長
崎
著
岸
の
上
、
日
数
五
日
の
間
ニ
御
求
被
成
御
渡
し
可
被
遣
候
。
其
求
候
品
ハ
私
方
ニ
て
何

々
の
品
何
処
ニ
在
之
品
相
求
申
度
と
申
入
候
間
、
早
々
御
求
可
被
遣
候
様
相
願
度
候
。
」
高
柳
曰
何
分
長
崎
ハ

一
同
不
案
内
ニ
候
へ
ば
何
共
申
上
兼
候
。

是
ハ
長
崎
ニ
お
い
て
あ
な
た
御
求
被
成
候
と
而
、
異
人
に
引
合
御
付
被
成
候
得
ば
紀
州
其
請
人
ニ
相
立
可
申
、

此
義
い
か
が
御
座
候
也
。
梅
太
郎
曰
、
御
尤
の
事
な
が
ら
、
私
相
求
候
程
な
れ
バ
、
決
し
て
御
頼
ハ
不
申
上
候

。
」
高
柳
、
岡
本
曰
実
ニ
御
気
の
毒
ニ
御
座
候
得
ど
も
何
分
重
役
ど
も
長
崎
不
案
内
ゆ
へ
、
此
処
ニ
而
御
定
約

申
兼
候
。
梅
太
郎
曰
私
相
預
候
事
ハ
私
手
ニ
入
度
存
候
品
を
紀
州
様
の
御
手
よ
り
借
用
仕
度
と
の
事
ニ
御
座
候

間
其
後
不
相
叶
バ
夫
で
よ
ろ
し
く
候
間
、
猶
出
来
ね
バ
出
来
ぬ
と
御
重
役
の
御
伝
声
承
度
奉
存
候
。
其
上
私
昨

日
よ
り
御
一
所
ニ
御
咄
致
候
事
件
を
書
留
候
間
、
御
覧
ニ
入
度
、
如
此
致
し
候
□
ワ
ね
バ
後
日
ニ
至
り
て
御
同

よ
ふ
骨
折
候
事
ニ
、
間
違
も
出
来
□
可
申
カ
、
何
レ
人
情
ハ
身
勝
手
ニ
筆
と
り
ひ
と
の
な
れ
バ
、
御
覧
之
上
御
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書
入
奉
願
度
候
。
高
柳
曰
、
御
尤
の
事
ニ
候
。
今
一
お
ふ
重
役
の
も
の
ニ
申
聞
候
間
、
御
ま
ち
可
被
遣
候
。
」

梅
太
郎
曰
、
難
有
奉
存
候
。
」
夫
高
柳
、
岡
本
、
成
瀬
、
国
助
等
甚
ダ
我
を
憐
む
事
面
外
ニ
あ
ら
わ
れ
、
我
又

気
の
毒
ニ
不
絶
。
是
よ
り
先
キ
此
度
御
船
の
御
重
役
ハ
何
と
御
申
候
也
と
相
尋
候
時
、
高
柳
曰
茂
田
市
治
郎
と

て
勘
定
奉
行
御
座
候
。
是
よ
り
又
吾
宿
所
に
帰
。

　
上
件
四
月
廿
四
日
上
陸
よ
り
此
所
に
至
ル
迄
認
候
処
を
其
儘
勘
定
組
頭
清
水
半
左
衛
門
、
高
柳
楠
之
助
、
成

　
瀬
国
助
の
前
ニ
而
読
上
候
ヘ
バ
、
廿
五
日
夜
の
と
こ
ろ
を
高
柳
の
正
ニ
よ
り
て
改
ム
。

　
其
余
間
違
な
し
と
同
心
ス
。
時
ニ
廿
六
日
四
ツ
半
時
頃
な
り
。

廿
六
日
四
ツ
時
頃
高
柳
使
ひ
来
り
、
則
彼
の
魚
屋
ニ
至
ル
。
成
瀬
国
助
壱
人
此
家
に
止
ル
。
」
国
助
曰
、
御
頼

之
趣
重
役
の
面
々
一
同
御
尤
の
御
事
と
存
候
ニ
付
而
は
、
勘
定
組
頭
清
水
半
左
衛
門
御
目
に
掛
り
度
候
間
、
御

役
名
御
為
聞
被
遣
度
候
。
梅
太
郎
則
海
援
隊
長
之
名
札
相
渡
ス
。
夫
よ
り
福
禅
寺
客
殿
に
至
ル
。
」
清
水
半
左

衛
門
及
高
柳
楠
之
助
在
り
。
」
両
人
曰
御
頼
の
お
も
む
き
御
尤
に
御
座
候
へ
共
、
何
分
長
崎
ニ
て
は
正
金
都
合

悪
く
其
壱
万
余
金
ハ
品
物
ニ
て
御
取
被
下
ず
や
。
梅
太
郎
曰
、
此
度
御
助
被
下
候
得
バ
、
双
方
会
計
の
者
を
さ

し
出
し
相
談
為
仕
候
。
」
清
水
曰
、
此
儀
ハ
右
品
物
ハ
何
卒
先
生
も
と
も
に
御
周
旋
可
被
遣
、
又
紀
州
の
長
崎

用
達
ハ
少
々
故
障
在
之
用
向
申
付
が
た
く
候
得
バ
、
土
佐
の
御
用
達
に
先
生
よ
り
御
命
じ
可
被
下
候
也
。
此
儀

御
聞
取
可
被
遣
候
。
左

候
ヘ
バ
其
品
物
は
紀
州
に
買
求
メ
可
申
奉
存
候
。
」
梅
太
郎
曰
御
尤
に
御
座
候
得
ど
も
、

私
儀
船
を
失
ひ
し
さ
へ
唯
に
ハ
申
分
ケ
難
立
候
処
を
又
出
崎
の
上
彼
是
と
周
旋
仕
り
御
求
め
被
下
候
事
を
相
願
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候
ハ
、
実
ニ
い
や
に
て
御
座
候
。
男
児
の
心
中
御
察
し
可
被
下
候
。
扨
又
御
頼
申
上
候
事
を
是
非
に
御
聞
と
ゞ

け
可
被
遣
候
と
は
不
申
上
候
。
此
義
は
唯
私
が
主
君
を
想
ひ
急
用
相
と
と
の
へ
度
心
を
尽
し
候
事
ニ
御
座
候
。

御
世
話
被
下
兼
候
ヘ
バ
、
其
通
り
仰
被
聞
候
ヘ
、
然
レ
バ
此
ま
ゝ
御
別
れ
申
て
も
私
し
は
私
の
分
を
尽
し
た
り

と
申
も
の
に
御
座
候
。
御
後
よ
り
長
崎
へ
罷
出
先
生
方
よ
り
は
土
佐
に
御
掛
合
被
成
候
と
も
、
又
長
崎
重
役
の

も
の
へ
御
引
合
被
成
候
と
も
、
其
御
手
順
ハ
御
心
の
ま
ゝ
に
御
座
候
。
」
清
水
、
高
柳
、
成
瀬
共
に
曰
、
御
尤

の
御
事
に
候
、
後
も
御
身
ニ
な
り
変
り
候
て
、
勘
定
奉
行
ニ
も
申
聞
候
間
、
し
ば
ら
く
御
待
可
被
下
候
。
事
成

就
仕
候
後
も
、
俗
事
の
者
彼
の
魚
屋
ま
で
遣
し
候
間
、
御
船
の
俗
事
方
と
御
引
合
セ
申
度
候
。
」
梅
太
郎
曰
早

速
さ
し
出
し
申
候
。
」
夫
よ
り
又
桝
屋
の
旅
宿
に
帰
ル
。

　
　
（
附
箋
）
廿
六
日
夜
五
ツ
半
時
頃
成
瀬
国
助
及
俗
事
役
壱
人
来
リ
」
成
瀬
曰
御
頼
ミ
金
ハ
御
用
立
可
申
様

　
　
重
役
共
よ
り
申
被
聞
候
。
然
レ
バ
乍
失
敬

御
さ
し
出
し
の
案
紙
認
候
間
、
御
覧
可
被
遣
候
。
」
梅
太
郎
曰
、
拝
見
可
仕
候
。
」
其
文
ニ
曰
云
々
。
国
に
難

帰
甚
難
渋
仕
候
間
、
此
度
船
の
事
に
か
ゝ
は
ら
ず
長
崎
に
お
ゐ
て
返
済
し
期
限
相
立
御
か
し
下
し
可
被
遣
云
々
。

梅
太
郎
曰
、
返
済
之
期
限
相
立
候
事
ハ
出
来
申
間
敷
候
。
其
故
ハ
私
し
ハ
主
人
の
要
物
を
失
ひ
、
其
上
船
も
如

此
相
成
候
事
ニ
御
座
候
。
私
事
罪
あ
る
身
ニ
在
之
候
。
も
し
返
金
期
限
相
立
候
得
バ
必
□
ニ
て
御
座
候
。
」
国

助
曰
、
夫
は
長
崎
ニ
而
御
国
御
重
役
も
在
し
事
に
候
。
」
梅
太
郎
曰
、
重
役
に
云
程
な
れ
バ
御
頼
不
申
候
。
」

国
助
曰
、
惣
じ
て
物
を
か
す
に
期
限
な
し
と
云
事
ハ
あ
る
間
敷
候
。
梅
太
郎
曰
此
度
の
事
は
私
の
船
は
如
此
、

御
船
は
幸
ひ
に
残
り
し
後
も
、
夫
を
半
御
わ
か
ち
被
成
候
御
心
ニ
て
御
す
く
ひ
被
成
ず
や
と
申
事
に
候
。
其
期
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限
は
相
立
不
申
と
て
も
彼
船
の
義
論
、
長
崎
ニ
て
仕
候
時
ハ
拝
借
仕
候
金
の
分
離
は
致
候
事
ニ
而
御
座
候
。
」

国
助
色
を
正
し
て
曰
、
夫
ハ
昨
日
以
来
の
御
論
と
意
味
変
り
候
。
兼
而
承
候
処
は
船
の
事
ニ
か
ゝ
わ
ら
ず
し
て

金
御
借
用
被
成
候
御
事
と
存
候
。
」
梅
太
郎
曰
す
こ
し
も
意
味
か
わ
り
候
事
無
之
候
。
先
ヅ
昨
日
よ
り
御
談
仕

候
所
を
認
め
候
て
先
刻
御
覧
ニ
も
い
れ
候
書
取
御
覧
可
被
成
候
」
ト
云
な
が
ら
イ
ロ
ハ
丸
日
記
付
録
を
出
ス
。
」

国
助
曰
其
儀
な
れ
バ
と
一
度
帰
り
相
談
仕
候
。
」
梅
太
郎
曰
、
よ
ろ
し
く
御
頼
申
上
候
。

上
方
六
日
よ
り
此
所
ま
で
ハ
高
柳
楠
之
助
及
岡
本
万
助
が
少
し
共
読
ミ
て
改
正
ス
。

廿
七
日
朝
五
ツ
前
高
柳
使
来
ル
。
」
魚
屋
ニ
至
ル
。
」
梅
太
郎
曰
、
昨
夜
成
瀬
兄
御
出
難
有
候
。
扨
又
昨
夜
御

談
申
上
候
所
、
及
廿
六
日
よ
り
御
面
談
仕
候
所
を
、
又
書
認
候
間
、
御
覧
可
被
遣
と
て
、
航
海
日
記
付
録
を
指

出
す
。
高
柳
曰
拝
見
仕
候
、
相
違
無
之
候
。
」
梅
太
郎
曰
、
金
拝
借
仕
候
処
は
御
同
様
君
を
思
ひ
急
用
事
か
き

不
申
よ
ふ
に
御
憐
察
被
遣
度
と
の
御
相
談
ニ
候
所
、
返
済
の
期
限
相
立
申
べ
し
と
の
御
事
ニ
候
。
長
崎
ニ
お
ゐ

て
返
済
之
期
限
相
立
候
時
は
必
ず
請
人
御
入
用
ニ
可
有
之
候
。
其
請
人
と
て
は
土
佐
重
役
之
者
に
可
有
之
候
哉
。

重
役
の
も
の
に
申
或
は
請
人
相
立
候
程
な
れ
バ
何
ぞ
紀
伊
侯
の
御
手
を
あ
を
ぎ
可
申
候
。
異
人
ニ
借
受
候
事
い

と
安
き
事
ニ
候
。
」
高
柳
曰
御
返
済
之
期
限
相
立
不
申
時
ハ
国
本
へ
御
借
申
名
が
無
之
候
間
、
是
非
に
不
及
御

断
申
候
。
」
梅
太
郎
曰
、
夫
で
強
て
ハ
申
不
上
候
。
然
バ
今
日
御
出
帆
可
被
成
、
御
願
申
上
候
ハ
土
佐
商
会
之

会
計
の
者
在
之
候
。
此
者
ハ
私
し
兼
而
召
つ
れ
候
人
ニ
て
ハ
無
之
候
へ
共
、
荷
を
失
ひ
し
事
故
此
者
早
々
長
崎

帰
し
申
度
、
高
柳
御
受
申
候
。
」
然
バ
出
帆
仕
候
。
」
御
心
次
第
ニ
而
御
座
候
。
是
よ
り
破
談
ニ
相
成
宿
処
ニ
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帰
る
。

（
附
箋
）
十
七
日
認
候
品
を
共
に
読
た
り
し
時
、
高
柳
楠
之
助
曰
長
崎
用
達
ハ
少
し
故
障
在
之
と
申
上
候
。
是

ハ
内
〻
の
御
咄
し
ニ
て
在
之
候
ま
で
表
立
候
「
故
障
と
ま
で
ハ
無
之
候
御
聞
置
可
被
遣
候
」
梅
太
郎
曰
承
知
仕

候
。

右
い
ろ
は
丸
始
末
事
件
ニ
付
而
、
慶
応
三
年
八
月
長
崎
表
ニ
於
テ
坂
本
龍
馬
ヨ
リ
受
領
。
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
坂
本
龍
馬
と
い
ろ
は
丸
事
件
」
福
山
市
鞆
の
浦
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　2008
（
平
成20

）
年10

月17

日
発
行

※
底
本
は
、
物
を
数
え
る
際
や
地
名
な
ど
に
用
い
る
「
ヶ
」
（
区
点
番
号5-86

）
を
、
大
振
り
に
つ
く
っ
て
い

ま
す
。

※
丸
括
弧
付
き
の
語
句
は
、
底
本
編
集
時
に
付
け
加
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。

※
「
□
」
は
、
不
明
文
字
で
す
。

入
力
：Y

anajin33

校
正
：H

anren

2010

年11

月12

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し

た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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